
東北大学工学研究科における東北大学 学研究科 おける
避難所開設運営、復興対応

東京工業大学東京工業大学

平成23年度環境月間特別講演会

平成23年 6月15日（水）

東北大学工学研究科・工学部東 学 学研究科 学部

健康安全管理室

本間 誠本間 誠



健康安全管理室健康安全管理室

学研究科 学部 安全 衛生 防災活動を担う組織 工学研究科・工学部の安全・衛生・防災活動を担う組織

 安全衛生委員会を所掌安全衛生委員会を所掌

 教員2名、事務職員3名、技術職員2名



今日の講演内容今日の講演内容

東北大学工学研究科I. 東北大学工学研究科

II. 東北地方太平洋沖地震の発生

III. 事前地震対策

工学研究科内の被害IV. 工学研究科内の被害

V. 地震直後の対応

VI. 避難所設営・運営

復旧活動VII. 復旧活動

VIII. 復興に向けて

工学研究科等災害対策本部職員として自分が行った工学研究科等災害対策本部職員として自分が行った
初動対応、見聞きした事を現場の視線で説明する。



Ⅰ 東北大学工学研究科Ⅰ 東北大学工学研究科

 東青葉山キャンパス 東青葉山キャンパス

 工学部3年生から大学院生学部3年生から大学院生

 教職員・学生で約5300人

 仙台市街地西側の丘陵上平坦地

仙台駅まで徒歩で約1時間以上 仙台駅まで徒歩で約1時間以上

 化学薬品 高圧ガス 実験装置 化学薬品、高圧ガス、実験装置



東北大学工学研究科東北大学工学研究科

仙台市街地

JR仙台駅
広瀬川

JR仙台駅

工学研究科 東北大学本部工学研究科
（東青葉山キャンパス）

東北大学本部

Google マップ



東北大学工学研究科東北大学工学研究科

安全衛生活動単位安 衛 活動単

 複数の専攻が集まった系

環境科学研究科 医工学研究科 9つの各系・組織 環境科学研究科、医工学研究科 9つの各系・組織

 センターや総合研究棟



東北大学工学研究科東北大学工学研究科

 13階建物が最も高い建物階建物 最も高 建物

 丘陵上の平坦地に中～低層建物で構成



私の体験した東北地方太平洋沖地震私の体験した東北地方太平洋沖地震

 2011年3月11日（金）14:46頃発生、M9.0
 工学研究科での震度 6弱

 中央棟3階/4階 事務室 中央棟3階/4階 事務室

2011年3月11日、14時52分



Ⅲ 事前地震対策震



事前地震対策事前地震対策

 迫り来る宮城県沖地震への対応

各種 策定 各種マニュアル・計画の策定

防災訓練の実施 防災訓練の実施

備蓄品の整備 備蓄品の整備

 緊急地震速報システムの整備 緊急地震速報システムの整備

 職場巡視による地震対策の推進 職場巡視による地震対策の推進



迫り来る宮城県沖地震への対応迫り来る宮城県沖地震 の対応

過去200年のデータから宮城県沖地震を評価した結果、平均活動間隔は37.1
年です。前回の1978年の発生から32年経過しており、政府の地震調査委員会は、
次の宮城県沖地震の発生確率は30年以内99%と発表しています。
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各種マニュアル・計画の策定各種マニュアル 計画の策定

 「災害対応危機管理マニュアル」を策定 災害対応危機管理マ ュアル」を策定

 「安全マニュアル」で学生に周知



災害対策組織災害対策組織

仙台市内で震度６弱以上が観測された場合、災害対策組織の設置
災害対応危機管

指 揮 支 援 班東北大学東青葉山地区防災総合（災害対策）本部
各防災隊

（災害対策支部）

(災害対応危機管理マニュアル)

副 本 部 長

情 報 収 集 班
電子情報システム・応物系環境 科学 研究 科長

機械・知能系
総 務 課 長 、
庶 務 係

研 究 協 力 室 、

副 本 部 長

教 職 員 情 報 班

副 本 部 長

マテリアル・開発系

化学・バイオ系

人 事 係 、
職 員 福 利 係防 火 ・ 防 災 管 理 者

医 工 学 研 究 科 長

健康安全管理係

副 本 部 長

学 生 情 報 班

本 部 長

副 本 部 長

人間・環境系

マテリアル・開発系

工 学 研 究 科 長

（ 事 務 部 長 ）

未来科学技術共同
研究センター長 教 務 課 、

情 報 広 報 室

施設・設備点検班

副 本 部 長

本部長・副本部長補佐

物 資 調 達 班
管理棟

総合研究棟

各 副 研 究 科 長
び

健康 安全 管理 室長
（ 統 括 管 理 者 ）

放射 線取 扱主 任者

施 設 管 理 室

放 射 線 班

未来科学技術
共同研究 タ

環境科学研究科本館

放射線安全管理室

災害制御研究
センター教員

及 び 副 セ ン タ ー 長
物 品 調 達 係

共同研究センター
放射線安全管理室センタ 教員



災害対策組織の構成と対応行動災害対策組織の構成と対応行動

災害対策支部災害対策本部 災害対策支部

支部長本部長

災害対策本部

指揮支援班 支部としての

副支部長報道機関渉外担当

公共機関渉外担当

指揮支援班

災害制御研究
センター教員

指示・支援
状況の把握
対応の総括

情報収集担当

施設・設備確認担当

公共機関渉外担当

情報収集総括

防火関係の総括

副本部
長 本部長・ 施設・設備確認担当

避難誘導担当

初期消火担当指揮支援班

放射線管理の総括

長 本部長
副本部長補

現場対応初期消火担当

救護担当

指揮支援班

情報収集班

教職員情報班

作業班

現場対応
状況の把握
情報提供

学生情報班

施設・設備点検班

作業班

研究室

教職員

被害物資調達班

放射線班

研究室 被害



備蓄品の整備（各系・組織で備蓄）備蓄品の整備（各系 組織で備蓄）

健 康 安 全 管 理 室



緊急地震速報システムの整備
②非常放送との
自動連結システム

③地震モニタ
①TAINS内に
受信・配信サーバ 自動連結システム

気象庁
受信 信

緊急地震速報

全館放送

端末受信機
放送装置

起動

放送室・事務室

全館放送

地震発生
端末受信機 起動

音声

震度・余裕時間算出

地震発生

学内ネットワーク
TAINS

マテリアル・開発系

総合研究棟

H20H20年年
度度

TAINS

※現在 速報の精度が低い
度度

※現在、速報の精度が低い。

緊急地震速報を見聞きしたら、慌てず、周囲の状況を緊急地震速報を見聞き 、慌 ず、周囲 状況を
確認し、身の安全の確保に利用する。



職場巡視による地震対策の推進職場巡視による地震対策の推進

1. 地震対策も巡視項目

 転倒・落下防止対策 転倒 落下防止対策

 非常口・避難通路の確保

 化学薬品・高圧ガスボンベ等による被害防止

2 巡視2. 巡視

 安全衛生委員会巡視 安全衛生委員会巡視

 各系・組織の安全衛生組織による巡視

 健康安全管理室巡視

健 康 安 全 管 理 室



Ⅳ 工学研究科内の被害究



工学研究科内の被害工学研究科内の被害

建物被害（9階 8階 6階の研究棟） 建物被害（9階、8階、6階の研究棟）

 エレベータの破損 エレベ タの破損

 停電、漏水、ガス漏れの発生 停電、漏水、ガス漏れの発生

 室内被害

（設備、実験装置、材料、試料、データ）

 地山の変状

重篤な負傷者無し重篤な負傷者無し



建物被害建物被害

深刻な建物被害深刻な建物被害

 3つの系の主要な研究棟



エレベータの破損等エレ タの破損等

 一部のエレベータの破損

 工学研究科全体での停電

 一部建物での漏水 ガス漏れ 部建物での漏水、ガス漏れ



室内被害室内被害

 本棚、棚の転倒

机上 本棚から物品の落下散乱 机上、本棚から物品の落下散乱

 机上の実験装置の落下 机上の実験装置の落下

 大型重量実験装置の移動

 個室での閉じこめの危険



地盤の変状地盤の変状

 丘陵上平坦地 縁の盛土で変状 丘陵上平坦地、縁の盛土で変状

 建物周辺の陥没

 キャンパスに出入りする道路で変状が発生



Ⅴ 地震直後の対応Ⅴ 地震直後の対応



各系・組織での初動各系 組織での初動

屋外の指定避難場所 の避難1. 屋外の指定避難場所への避難

2 指定避難場所での点呼2. 指定避難場所での点呼

3. 工学研究科対策本部との連絡

4. 残留者の確認

5. 学生・教職員の解散

6 ガス 水道 電気の遮断6. ガス・水道・電気の遮断

7 建物の施錠7. 建物の施錠

8. 対策支部役職者の解散 19時35分



工学研究科災害対策本部での初動工学研究科災害対策本部での初動

 災害対策本部立ち上げ（研究科長）災害対策本部立ち上げ（研究科長）

 各災害対策支部の被災状況収集（無線機）

 負傷者の有無の把握

災 把 火災の把握

閉じこめ者の把握 閉じこめ者の把握

 避難所の設営 避難所の設営

 食料や毛布、ラジオを準備



Ⅵ 避難所設営・運営Ⅵ 避難所設営 運営



なぜ避難所を開設したかなぜ避難所を開設したか

 想定外の大災害 想定外の大災害

 公共交通機関の運休

 市内の混乱

 雪が降る寒さ

 日没

帰宅困難者の発生



避難所の開設避難所の開設

 中央棟1階 生協食堂ホール 中央棟1階 生協食堂ホール

 トイレと照明の確保照明 確保

 工事業者の2つの仮設トイレ、投光器を借用

施設管理用の2台の発電機を利用 施設管理用の2台の発電機を利用

 食料の配布 食料の配布

 備蓄品 水、乾パン缶詰、魚の缶詰

 ラジオ、毛布、懐中電灯の配布とストーブ

数に限りがあったため 制限して配布 数に限りがあったため、制限して配布

 ストーブは入試利用を利用

 深夜は冷え込む



仮設トイレと発電機、ストーブ仮設トイレと発電機、スト ブ

 災害のために備蓄・管理することは困難。
周辺にある物を利用。



避難所での宿泊者避難所での宿泊者

月日
教職員 学生

月日
出勤者数 宿泊者数 宿泊者数

金 約3月11日（金） － 約200

3月12日（土） 約100 6 1703月12日（土） 約100 6 170

3月13日（日） 100 8 130月 （ ）

3月14日（月） 500 4 17

3月15日（火） 300 2 7

3月16日（水） 300 1 03月16日（水） 300 1 0



避難者はどんな人?避難者はどんな人?

避難者の内訳 避難者の内訳
帰宅困難な教職員・学生 帰宅困難な教職員・学生
 公共交通機関利用者

 自宅が不安な教職員・学生

 食事の入手が困難な学生

他部局学生 他部局学生

 公共交通機関で訪問した外来者 公共交通機関で訪問した外来者

 一般市民はほとんどいない



Ⅶ 復旧活動Ⅶ 復旧活動



地震直後の対策方針（3月14日（月））地震直後の対策方針（3月14日（月））

 学生はできるだけ帰省

 建物への立入禁止

復 作業を推進 復旧作業を推進

4月下旬まで休講（学位授与式中止） 4月下旬まで休講（学位授与式中止）

学生への情報伝達と安否確認学生への情報伝達と安否確認

研究室の復旧研究室の復旧



情報の発信情報の発信



安否確認安否確認

工学研究科災害時連絡用HP① 工学研究科災害時連絡用HP
東北大学安否確認システム② 東北大学安否確認システム

災害時連絡網（ 究室連絡網）③ 災害時連絡網（研究室連絡網）

名簿による電話連絡

全員の安否が確認されたのは3月30日

④ 名簿による電話連絡

全員の安否が確認されたのは3月30日



研究室の復旧研究室の復旧

① 建物の立入禁止① 建物の立入禁止

② 建物の応急危険度判定

通電 通水対応 片付③ 通電・通水対応の片付け

電気 水道 ガ 復④ 電気・水道・ガスの復旧

⑤ 建物の補修

究室内 片付け

⑤ 建物の補修

⑥ 研究室内の片付け



復旧工程の実績復旧工程の実績

平成23年3月平成23年3月

11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

対策本部 中央棟 中央棟 総合研究棟 事務

避難所運営 運営 中央棟 総合研究棟

安否確認 安否確認 完了

建物復旧 応急危険度判定

電気復旧 特 系

水道復旧 完了

上水復旧

ガス復旧

出勤 全職員出勤 全職員

生協 部分営業開始

 4月 被害箇所の補修 研究室の片付け 講義準備 4月 被害箇所の補修、研究室の片付け、講義準備

 5月6日 新年度オリエンテーション

6月 危険建物はまだ片付けが終了せず



6月の被災建物6月の被災建物



Ⅷ 復興に向けてⅧ 復興に向けて



振り返ってみると振り返ってみると

害 が人的被害・火災が発生しなかった

物品 事前地震対策 物品の事前地震対策

 年度末の金曜午後で多くの実験の休止 年度末の金曜午後で多くの実験の休止

 春休みで少ない学生

 防災訓練で避難手順を周知

 ・・・・

次の大地震が発生しても次の大地震が発生しても

人的被害の発生を防ぐ人的被害の発生を防ぐ



地震対策の検証（私案）地震対策の検証（私案）

 各種マニュアル・計画の策定 各種マニュアル・計画の策定

避難・対応手順の見直し、その周知

安心できる避難所と備蓄品の確保（普段使い）

 防災訓練の実施 防災訓練の実施

避難経路の確認

負傷者・火災を想定した実践的な訓練

 緊急地震速報システムの整備 緊急地震速報システムの整備

身構える余裕時間の獲得 －＞ 整備・訓練の推進

 職場巡視による地震対策の推進

物品の事前地震対策 －＞ 更なる推進物品の事前地震対策 ＞ 更なる推進

被害の少ない研究室への対応



工学研究科長・工学部長声明

東北大学工学研究科・工学部は東北大学工学研究科・工学部は、
迅速な復旧・復興と大いなる飛躍に迅速な復旧 復興と大いなる飛躍に
向けて、教職員一丸となって取り組向けて、教職員 丸となって取り組
んでいます。す。

平成２３年４月１１日
工学研究科長・工学部長 内山 勝

東北大学工学研究科・工学部ホームページ

工学研究科長・工学部長 内山 勝

東北大学工学研究科 工学部ホ ムペ ジ
http://www.eng.tohoku.ac.jp/20110411.html


